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文部科学省が今年４月に実施した、令和４年度全国学力・学習状況調査の結果について、全国を基準とした経年推移

等によって、本校の学力や学習の状況を保護者の皆様にお知らせします。 結果によると、児童の学習習慣及び生活習慣

と学力には相関関係があることがわかりました。 引き続き、保護者の皆様には、児童の学力向上に向けた取組へのご支

援・ご協力のほど何卒よろしくお願いいたします。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対全国比 

（全国を１とする） 

国語  

算数  

理科  

＜学力調査結果の概要＞ ３教科全てで全国平均正答率を上回りました。 

○国語について → 全体平均正答率並びに学習指導要領の内容「(1)言葉の特徴や使い方に関する事項」「(3)

我が国の言語文化に関する事項」「Ａ話すこと･聞くこと」「Ｂ書くこと」「Ｃ読むこと」の全てで平均正答率

が全国を上回っています。「知識･技能」を問う６問の平均正答率では、全国を 10ポイント以上上回りました。

３問あった「記述式」の問題では、全てで平均正答率が全国を上回ってはいるものの、平均正答率が 50％を

下回り、無解答率が 10％を超えた問題が１問ありました。 

○算数について → 全体平均正答率並びに学習指導要領の領域「Ａ数と計算」「Ｂ図形」「Ｃ測定」「Ｃ変化と関

係」「Ｄデータの活用」の全てで平均正答率が全国を上回ったものの、全体平均正答率は昨年度から下降して

います。３問あった「記述式」の問題では、平均正答率が全国に比べ５ポイント以上上回ったものの、本校

の平均正答率は 60％台に留まりました。 

○理科について → 全体平均正答率並びに学習指導要領の区分・領域「Ａ エネルギー」「Ａ 粒子」「Ｂ 生命」

「Ｂ 地球」の全てで平均正答率が全国を上回りました。３問あった「記述式」の問題では、平均正答率が全

国に比べ９ポイント以上上回ったものの、本校の平均正答率は 50％台に留まりました。また、記述式問題の

３問中２問で平均無解答率が 10％を超え、全体の平均無解答率が全国平均を上回りました。 

＜質問紙調査結果の概要＞ 『自尊意識』『ＩＣＴ活用』が向上しました。 
児童質問紙調査では、『自尊意識(自己肯定感、自己有用感等)』に係る項目(上記Ａ等)及び、『ＩＣＴ活用』に係

る項目(上記Ｂ等)で、肯定的回答(｢当てはまる｣と｢どちらかといえば当てはまる｣の合計の数値や頻度が高いことを

表す数値)の割合が、大阪府や全国の割合を上回りました。一方、『算数の勉強』及び『読書』が「好き」の肯定的

回答の割合が減少し、全国及び大阪府の割合を下回る結果となりました。 

令和４年度 全国学力・学習状況調査の結果について 

令和４年１０月１３日  枚方市立樟葉小学校 

※次ページ以降に、「各教科に関する調査」「質問紙調査」における詳細な結果について公表しております。 

＜まとめ＞ 児童の学力･学習状況の課題に正対し、さらなる資質･能力の向上につなげます。 
学力調査では、全ての教科において、①問題の分類別(学習指導要領の内容･区分･領域)、②評価の観点別、③問

題形式別の結果で全国の平均正答率を上回る等、概ね良好な結果となりました。学習状況においても、多くの項目

で肯定的回答が向上したり、回復したりする等の良好な結果がみられました。このような結果の中でも本校の課題

が明らかになってきたこともあります。「今求められる学力」並びに「育みたい資質･能力」のさらなる向上に繋げ

るために、結果を分析し、これまでの取組の省察･検証を行い、さらなる取組の充実を図ってまいります。また、児

童の学力向上並びに学習状況の改善には、ご家庭並びに地域との連携・協力が不可欠であり、一層推進させる必要

があると考えます。今後もご協力・ご支援のほど何卒よろしくお願いいたします。 

本校 

全国 

※調査結果について 

教科や出題範囲が限られていることから、全国学力・学習状況調査により 

測定できるのは、学力の特定の一部分です。 

【全体概要】 

学力調査の結果 

 学力調査結果の中から、本校と全国の経年比較（対全国比）をお知らせします。 

質問紙調査の結果 

 

質問紙調査結果の中から、主な項目について、本校と全国の経年比較等をお知らせします。 

※帯グラフは、左から「強い肯定的回答」「弱い肯定的回答」「弱い否定的回答」「強い否定的回答」ま

たは、「頻度（回数や時間）」を示しています。 

※折れ線グラフは、「強い肯定的回答」「弱い肯定的回答」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。 
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全国の平均正答率を１とした経年比較 

Ａ 自分には、よいところがあると思う 
Ｂ 5年生までに受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどの 

ＩＣＴ機器を、どの程度使用しましたか 

Ｃ 算数の勉強は好きだ D 読書は好きですか 

※ 令和２年度は新型コロナ

ウイルス感染症の影響によ

り中止のため、掲載していま

せん。 

★対全国比、平均正答率、平均無 
解答率の数値については掲載し 
ていません。保護者の方にはお 
知らせしています。 



  

2 

 

問題 問題の概要 出題の趣旨  正答率 無解答率 

１一 

【話し合いの様子の一部】におけ
る谷原さんの発言の理由として
適切なものを選択する 
 

話し言葉と書き言葉との違いを
理解する。 

本校   

全国   

１二 

【話し合いの様子の一部】におけ
る谷原さんや中村さんの発言の
理由として適切なものを選択す
る 

言葉には，相手とのつながりをつ
くる働きがあることを捉える 

本校   

全国   

１三 

【話し合いの様子の一部】で，中村
さんが前田さんに質問し，知りた
かったことの説明として適切なも
のを選択する 

必要なことを質問し，話し手が伝
えたいことや自分が聞きたいこ
との中心を捉える 

本校   

全国   

１四 

「ごみ拾い」か「花植え」かのどち
らかを選んで，    でどのよう
に話すかを書く 

互いの立場や意図を明確にしな
がら計画的に話し合い，自分の考
えをまとめる 

本校   

全国   

 

 

 

 

 

 

 

問題の概要 
【伝え合いの様子の一部】を基に，【文
章2】のよさを書く 

出題の趣旨 
文章に対する感想や意見を伝え合 
い，自分の文章のよいところを見 
付ける 

正答率 
本校  
全国  

無解答率 
本校  
全国  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科に関する調査 【詳細について】 ＜国語＞   【成果及び課題がみられた設問】 

【考察】  １の出題の趣旨は、｢互いの立場を尊重しながら意図を明確にして話し合い，自分の考えを広げた

りまとめたりすることができるかどうかをみる。｣です。 

＜成果＞ 基礎的･基本的な｢知識｣及び｢思考力｣の定着は図られています。 

 設問｢一｣及び｢二｣、｢三｣の選択式問題で、正答率が 80％を超えています。また、｢一｣｢二｣｢四｣の３問では、全

国平均を大きく上回りました。｢四｣は３つの条件が設定され、｢思考･判断･表現｣の力をみる問題です。これまで

本校児童の課題であった記述式問題で、全国の平均正答率を 10 ポイント以上上回り、これまでの授業等で『書

く』ことに取り組んできた一定の成果が表れたものと考えます。しかしながら、正答率が 60％以下で、全 14問

中で２番目に低いことから、さらに全体の底上げに取り組む必要があると考えます。 

設問 ３二 

【考察】 ＜課題＞ ｢思考･判断･表現｣を問

う記述式問題で、与えられた条件を満たし

て書くことができていませんでした。 

 全 14問中、最も正答率が低く、無解答率が高い

問題でした。正答率では全国を上回り、無解答率で

は下回ったものの課題がみられます。設問文の中に

ある『あなたが島谷さんなら』という条件で書けて

いない解答が１番多く、また、条件の『問題文章か

ら言葉や文を取り上げて書くこと』を満たしていな

い解答も多くありました。今回の調査全体では、条

件付き記述式問題で一定の成果はみられたものの

正答率の低さ、無解答率の高さはまだまだ課題であ

ると考えます。国語科の授業に限らず、全ての教科

等において、｢条件付き文章を書く｣場面を多く取り

入れて、定着を図っていく必要があると考えます。 
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問題 問題の概要 出題の趣旨  正答率 無解答率 

２(１) 

果汁が 25％含まれている飲み
物の量を基にしたときの，果汁
の量の割合を分数で表す 

百分率で表された割合を分数で
表すことができる 

本校   

全国   

２(２) 

果汁が 40％含まれている飲み
物の量が 1000ｍＬのときの，
果汁の量を書く 

百分率で表された割合と基準量
から，比較量を求めることができ
る 

本校   

全国   

２(３) 

果汁が含まれている飲み物の
量を半分にしたときの，果汁の
割合について正しいものを選
ぶ 

示された場面のように，数量が変
わっても割合は変わらないこと
を理解している 

本校   

全国   

２(４) 

果汁が 30％含まれている飲み
物に果汁が180ｍL入っている
ときの，飲み物の量の求め方と
答えを書く 

伴って変わる二つの数量が比例
の関係にあることを用いて，未知
の数量の求め方と答えを記述で
きる 

本校   

全国   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問題の 
概要 

辺の長さや角の大きさに着目し，ひし形をかくことができるプロ
グラムを選ぶ 

出題の 
趣旨 

図形を構成する要素に着目して，ひし形の意味や性質，構成
の仕方について理解している 

正答率 
本校  

無解答率 
本校  

全国  全国  

＜算数＞   【成果及び課題がみられた設問】 教科に関する調査 【詳細について】 

【考察】 ＜成果と課題＞ ｢割合｣の表し方及び｢基準量｣｢比較量｣との関係の捉え方については、概

ね理解ができているものの、日常生活に即した問題で課題がみられました。 

 ２(３)の問題について、全 16問中、最も正答率が低く、10％少しということは９人に１人しか正答していな

いということになります。なお、選択肢の〔１番〕を選んだ児童が 80％を超えていました。自校での分析後、

授業でこの問題の復習を行ったところ、ほとんどの児童が正答することができていました。日常生活の中で『ジ

ュースを分けても味が薄くなることはない』ということは経験からわかっているはずであるが、思考との関連

付けができておらず、テストでは、問(４)に｢比例の関係｣の問題もあり、機械的に「一方が１/２になれば、も

う一方も１/２になる」と考え、比例の関係と混同して考えた可能性が高いと考えられます。 

【考察】 ＜課題＞ ｢ひし形｣の作図の仕方について、筋道を立てて

考えることができていないという課題がみられました。 

 正答できた児童が約２/３に留まっています。全 16 問中、平均正答率が

全国を下回り、無解答率が全国を上回ったのは唯一この問題だけでした。

〔ア〕と解答した児童が 20％近くおり、ひし形は「向かい合う二組の角の

大きさが等しい」という性質は理解できているが、この性質をそのまま用

いて考えてしまい、設問に即して活用し、考えることができなかったので

はないかと推測することができます。 

 【課題がみられた設問】 
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問題 問題の概要 出題の趣旨  正答率 無解答率 

２(１) 

一定量の液体の体積を適切にはかり
取る器具の名称を書く 

メスシリンダーという器具を理解し
ている 

本校   

全国   

２(２) 

水 50ｍL をはかり取る際に，メスシ
リンダーに入れた水の量を正しく読
み取り，さらにスポイトで加える水の
量を選ぶ 

メスシリンダーの正しい扱い方を身
に付けている 

本校   

全国   

２(３) 

水溶液の凍り方について，実験の結
果を基に，それぞれの水溶液が凍る
温度を見いだし，問題に対するまと
めを選ぶ 

自分で発想した予想と，実験の結果
を基に，問題に対するまとめを検討
して，改善し，自分の考えをもつこと
ができる 

本校   

全国   

２(４) 

凍った水溶液について，試してみた
いことを基に，見いだされた問題を
書く 

自然の事物・現象から得た情報を，他
者の気付きの視点で分析して，解釈
し，自分の考えをもち，その内容を記
述できる 

本校   

全国   

問題の 
概要 

昆虫の体のつくりの特徴を基に，ナナホシテントウが昆虫で
あるかどうかを説明するための視点を選ぶ 

出題の 
趣旨 

昆虫の体のつくりを理解している 

正答 

率 

本校  無解答

率 
本校  

全国  全国  

＜理科＞   【成果及び課題がみられた設問】 教科に関する調査 【詳細について】 
【考察】  

＜成果＞ ４問とも全国の平均正答率を大きく

上回っています。 

＜課題＞ (４)の記述式の設問については、正

答率が全国を大きく上回ったものの、無解答

率が10％を超え、全国の平均無解答率を上回

っています。 

２は、｢メスシリンダーという器具を理解し、メ

スシリンダーの正しい扱い方を身に付けているか

どうかをみる。｣設問です。この設問の結果をみる

と、この器具を使用した実験で実際に体験したこと

をよく理解し、知識及び技能として定着が図られて

いることがわかりました。 

一方、(４)の設問のように｢自分や他者の気付き

を基に分析して、解釈し、問題を見いだすことがで

きるようにする｣ためには、実験等で得た事実につ

いて、主に違う点や同じ点を基に話し合いを深めて

いくような授業の場面をさらに設定していく必要

があると考えます。 

今回の調査では、設問全体及び３問ある記述式

問題において、無解答率が全国平均を上回ってし

まっていることが大きな課題であると捉えてい

ます。 

 【課題がみられた設問】 設問 １(３) 

【考察】 ＜課題＞ 目的に応じた観察の視点を選ぶことができてい

ないことが考えられます。 

 正答できた児童が約２/３に留まっており、平均正答率が全 17問中で最も

大きく全国を下回りました。誤答のほとんどは〔１〕を選んでいました。実

際に昆虫を観察する以外にも画像等を活用し、複数の昆虫の体のつくりにつ

いて関連付けて理解を深める学習をする必要があると考えます。 
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 正答率 無解答率 

本校 64.1％ 4.7％ 

全国 52.0％ 10.3％ 

＜成果がみられた項目の考察＞ 

『自尊意識(自己肯定感、自己有用感等)の高まりを感

じています。 

１頁目のＡ(自己肯定感)、５頁目のＥ(自己有用感)、Ｆ

(自己効力感)の項目において肯定的回答の割合が上昇し、

全国の平均値を大きく上回りました。特にＡ、Ｅの項目の

『強い肯定(当てはまる)』と回答した児童の割合が全国を

大きく上回っています。他に「人が困っているときは、進

んで助けていますか」の質問項目においても『強い肯定』

の割合が、全国を大きく上回っています。Ｇの項目で、肯

定的回答の割合が 100％となったこと、しかも、『強い肯定』

の割合が全国をかなり大きく上回ったことについて、学校

としましては大変嬉しい結果となりました。また、「学校に

行くのは楽しいと思いますか」の項目でも肯定的回答の割

合が約 95％となり、『強い肯定』の割合が全国をかなり大

きく上回りました。「児童の頑張り、成長をしっかりと認め

ていく」という取組の推進を図ってきた成果であると考え

ます。 

＜課題がみられた項目の考察＞ 

学力向上へのキーポイントは、『算数』と『読書』。 

１頁目のＣ(算数の勉強は好き)の項目では、肯定的回答の

割合が下降傾向にあり、今年度は全国を大きく下回ってしま

いました。Ｈ及びＩの項目では、肯定的回答が全国を上回っ

てはいるものの下降傾向にあります。国語や理科の「教科が

好き」の項目では、肯定的回答が全国を上回っていました。

この児童の意識がテスト結果に表れてしまった可能性もあ

ります。Ｊの項目は『読書』に係る項目の一つです。「１日

に 30 分以上読書をする」児童の割合が、これまでは全国を

上回っていましたが、１頁目のＤ(読書が好き)の項目と同様

に今年度は大きく下回る結果となりました。同様に「新聞を

読んでいますか」の項目でも月に１回以上読む児童の割合が

全国を下回っています。『道は好む所によって安し』これは

｢どんな物事も興味を持って好意的に取り組めば容易に上達

する｣という意味のことわざです。児童がどの教科の学習も

『好き』と思えるような授業づくり、また、本や新聞等の文

字にたくさん触れるような場面づくりの取組をさらに進め

る必要があると考えます。 

分析結果を踏まえて今年度中に取り組んでいくこと 

 

質問紙に関する調査 
※帯グラフは、左から「強い肯定的回答」「弱い肯定的回答」「弱い否定的回答」「強い否定的回答」または、「頻度（回数や時間）」を示しています。 

※折れ線グラフは、「強い肯定的回答」「弱い肯定的回答」の合計数値となっています。 

※無回答があるため、帯グラフの合計数値は100にならない場合もあります。 本校 

全国 

【成果がみられた項目】 
【課題がみられた項目】 

１．児童の興味・関心・意欲を湧きたたせる授業づくりの取組 

（１）学校全体で組織的に、一貫性をもって、『Hirakata 授業スタンダード（第２ステージ）』及び『枚方版 ICT

教育モデル』に基づいた授業スタイルを構築します。 

①「驚きや不思議さ」「楽しみ」があり、思考を促すような『単元のゴール』や『学習のめあて』の提示を工

夫し、児童の学習意欲を高めるような授業づくりを行います。 

②校内授業研究のテーマ『つなぐ・つなげる・つながる ～豊かな表現力の育成～』の具現化をめざし、「枚

方版 ICT教育モデル」の５つの視点〔Creativity(創造)、Collaboration(協働)、Critical thinking(思考･

判断)、Communication(意思伝達)、Challenge(挑戦)〕を授業に取り入れ、児童が「楽しい、面白い」と思

える、｢表現活動｣や｢表現学習｣に取り組みます。 

（２）教員がお互いに授業を参観し合う「相互授業参観」並びに、管理職による『表現力』の育成を図る授業の

観察指導、外部講師を招聘した校内授業研究研修会を充実し、教員の授業力の向上を図ります。 

２．文字や文章に親しみ、児童の『言語能力』や『読解力』、『思考力』等の向上を図る取組 

（１）児童が本や読書に興味・関心をもてるような取組を進めます。 

①「来室したくなる」「ずっと居たくなる」、居心地のよい図書室の環境整備に努めます。 

②幅広い読書活動ができるよう、市立図書館からの本の貸し出しをさらに活用したり、図書室から各学級への

貸し出し冊数を増やしたり、『読書 BINGO』等の取組を行ったりします。 

③ご家庭や地域に本の寄贈をお願いし、児童が読める本を増やしていきます。ご協力をお願いします。 

（２）配架している新聞が読みやすくなるような環境整備を行い、新聞記事の掲示を充実します。また、タブレッ

ト端末で閲覧できるデジタル新聞やニュースも含めて、新聞を学習教材として活用したり、新聞づくりを通

して学んだりして、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け、情報活用能力の育成を図ります。 

３．自尊意識（自己肯定感、自己有用感、自己効力感等）を高める取組の継続 

（１）道徳教育や人権教育はもとより、学校教育活動全般におけるこれまでの『自尊意識』を高めるための取組を

さらに充実するとともに、家庭との連絡を密にし、協働・連携を図ります。 

Ｅ 人の役に立つ人間になりたいと思う 
Ｆ 難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦している 

Ｇ 先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思
いますか。 

Ｈ 算数の授業の内容はよく分かる 

Ｉ 算数の授業で学習したことを普段の生活の中で 
活用できないか考える 

Ｊ 学校の授業時間以外に普段(月～金曜日)、１日当たり 
  どれくらいの時間、読書をしますか 


